
　12月 16 日（土），関西学院高等部の西宮上ケ原キャンパスにおいて「中・高生 探究の集い 2023」が開催されました。
本校からは２年 4組の前田　雛璃さんが「コンテスト部門」でスライドを用いた口頭発表，２年１組の棚野　陽葉さんがオー
プン部門でポスター発表を行いました。午後のプログラム「交流会」では，全国各地から発表に来た学生の皆さんと親睦を深
めることができました。大学の先生方からの貴重なアドバイスや，他校の生徒の皆さんとの交流を通して多くの刺激を受けた
一日となりました。

　12月 17 日（日），本校においてオンライン（zoom）で「甲南大学リサーチフェスタ 2023」
が行われ，本校から 2年次の生徒 22名が参加し，スライド共有で課題研究の成果を発表しま
した。質疑応答を含めて合計 10分の持ち時間で，午前に前発表２回，午後に本発表３回，合
計 5回の発表をやり遂げました。自分の発表だけでなく，聴講者，座長（司会進行），審査員
の役割も務め，加えて通信機器の不具合もあり，16：40 の閉会式終了まで怒涛のような１日
でしたが，最後までやりきりました。積極的に質疑応答に参加する頼もしい姿が印象的でした。
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３年　クロスカリキュラム
　１２月４日のクロスカリキュラムの授業で３年間の探究
活動がすべて終了しました。２学期末考査終了後に総合学
科での３年間の学びのふり返りアンケートと感想を書いて
もらいました。

【総合学科で私が獲得した能力】

〇私は課題研究など様々な発表を経て、プレゼン力などが向
　上し、人前で話す楽しさを学びました。自分の意見を相手
　の批判意見なども想像しながらする発表は私をとても成長
　させてくれました。また、突然の 1分間自己 PRなども授
　業にあるため、アドリブ力や常に自分の長所を考える機会
　があり、長所を伸ばそうと思ったきっかけにもなりました。
〇私は 3つの能力をのばすことができた。1つ目はプレゼン能力だ。3年間で何度もプレゼンを繰り返すうちに、プレゼンへ
　の苦手意識を減らすことができ、上達も感じた。また、１年生の最初にプレゼンに関する講演があったので、その事が 3年
　間のプレゼンの基礎になったと思う。2つ目は情報収集力だ。論文やその他の発表における情報収集で、どのような情報が
　必要か、どのような情報が信用できるかを考えることができた。現代社会では ICTの発達によって、様々な情報が行き交っ
　ているので、その情報の取捨選択に役立つと考える。3つ目は課題解決力だ。3年間の学習で、自分には大きいと感じる問
　題や課題が出された。その都度意欲的に取り組むことで、自分が納得いく結果を出すことができた。難しく感じても、未知
　の問題に取り組む力が身についたと思う。
〇探究活動を通じて、情報収集力と文献読解力を養うとともに、問題解決能力を向上させました。研究を進める中で、信頼性
　の高い情報源を見極めるスキルを身につけ、多岐にわたる情報を網羅的に取得できるようになりました。同時に、様々な論
　文を読解することで、専門的な知識を深めました。適切な引用や参照の仕方を学び、論理的な思考を重視するようになりま
　した。これにより、研究の基盤を確固たるものとすることができました。課題研究を通して培った問題解決能力は、複雑な
　課題に対して柔軟で効果的なアプローチを見出す力を意味します。研究過程で遭遇した様々な課題に対処し、新たな視点か
　らアプローチを模索することで、自らの創造性と発想力も向上させました。結果として、高校の課題研究を通じて磨かれた
　情報収集力、文献読解力、問題解決能力は、大学や将来の職場においても活かせると確信しています。これらの経験から得
　たスキルを活かし、新たな環境で積極的かつ効果的に貢献していきたいと考えています。

【キャリアに対する考え】
〇私は大学で留学を考えています。ただアメリカやカナダに行きたいということではなく、プレゼン力、忍耐力を活かしてた
　くさんの人と話し、つながりを持ち、生き抜くためにも選択肢を広げて将来を見据えた勉強を始めたいと考えています。総
　合学科での様々な経験は自分の力になったということをとても実感していて、ただ高校生活を楽しむだけではなく、将来に
　必ず行かせるような知識と体験を得ることが出来ました。総合学科で本当に良かったと思います。

★すべてのクロスカリキュラムの活動記録は総合学科発表会の展示部門会場にて掲示・発表予定です。

「カレーは文化　世界と日本「食」の融合と創造」発表と試食会の様子

【生徒の感想】
・今後の研究計画について話したら，他校の先生から “それをしたらすごく面白い研究になるよ”
 とほめて頂きうれしかったです。
・午前の発表で結構突っ込まれたので，午後の発表に向けて質疑応答の対策をします。
・疲れました。でも 5回の発表は意外とあっという間でした。

【生徒の感想】
・コンテスト部門では堂々と発表でき，ほとんどの質問に答えられてよかったです。
　交流会では，自分の研究の良い側面ばかり見る傾向にあるけど，誰の「善」は誰かの「悪」
　だと気づくことができ，提案の実現可能性を模索する足掛かりになりました。また，東京
　や熊本など他の地方の高校生と考えを共有する貴重な機会でした。
・自分の発表をほかの学校の方に聞いてもらえたことが嬉しかったし “なるほどな” という
　意見を頂きました。何より，他校の生徒との交流がめちゃくちゃ楽しかったです。


